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間
活
動
し
、
市

の
農
業
振
興
に

尽
力
し
て
き

た
。奥

海
印
寺
地

区
の
農
業
を
次

世
代
に
継
承
す

る
た
め
、
農
家

組
合
の
仲
間
と

食
育
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
た

岡
会
長
は
「
子

ど
も
た
ち
に
稲

が
ど
の
よ
う
に

育
っ
て
お
米
に

な
る
か
を
学
ん

で
も
ら
い
、
農

業
の
楽
し
さ
を

感
じ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
農
業
の
発
展
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。

(

長
岡
京
市
農
業
委
員
会)

同
会
の
岡
会
長
は
、
昨
年

７
月
ま
で
長
岡
京
市
農
業
委

員
会
の
会
長
と
し
て
６
年

間
、
農
業
委
員
と
し
て
15
年

の
小
学
校
や
幼
稚
園
の
田
植

え
体
験
や
収
穫
体
験
の
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

【
京
都
】
長
岡
京
市
の
西

代
里
山
公
園
は
、
京
都
縦
貫

自
動
車
道
の
建
設
工
事
に
あ

わ
せ
て
整
備
さ
れ
、
８
年
前

に
オ
ー
プ
ン
。
園
内
に
は
水

田
（
農
業
体
験
農
園
）
が
あ

り
、
「
奥
海
印
寺
農
家
組
合

西
代
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
」

（
岡
正
樹
会
長
）
が
、
市
内

は
じ
め
、
食
に
関
わ
る
団
体

・
企
業
・
自
治
体
な
ど
過
去

最
多
の
１
８
５
ブ
ー
ス
が
出

展
。
各
ブ
ー
ス
で
は
、
試
食

や
試
飲
を
は
じ
め
、
食
品
や

グ
ッ
ズ
の
販
売
、
調
理
体
験

な
ど
の
参
加
型
企
画
を
通
じ

て
、
多
く
の
来
場
者
が
楽
し

み
な
が
ら
食
へ
の
理
解
を
深

め
た
。

会
場
内
の
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
大
阪
産
を
使
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
食

育
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
も
実
施
し
た
。

大
会
に
は
、
府
農
業
会
議

と
府
農
業
経
営
者
会
議
も
出

展
。
農
地
が
果
た
す
多
面
的

機
能
と
農
地
を
守
る
活
動
の

紹
介
や
、
大
阪
の
農
業
者
が

生
産
し
た
農
産
物
を
展
示

し
、
そ
の
魅
力
を
発
信
し

た
。

（
林
佑
一
郎
）

に
開
か
れ
、
２
日
間
で
約
３

万
人
が
来
場
し
た
。

当
日
は
、
大
阪
で
生
産
さ

れ
た
農
林
水
産
物
と
、
そ
れ

ら
を
使
っ
た
加
工
品
「
大
阪

産も
ん

」
を
使
用
す
る
事
業
者
を

【
大
阪
】
大
阪
市
住
之
江

区
の
大
阪
南
港

Ａ
Ｔ
Ｃ
ホ

ー
ル
で
６
月
１
、
２
日
、

「
ワ
ク
ワ
ク
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ｗ

ｉ
ｔ
ｈ

第
19
回
食
育
推
進

全
国
大
会
」
が
、
18
年
ぶ
り

閲
覧
可
能
な
農
地
台
帳
デ
ー

タ
を
基
本
に
エ
ク
セ
ル
な
ど

で
作
成
。
目
標
地
図
素
案

は
、
現
状
地
図
を
ベ
ー
ス
に

各
集
落
で
話
し
合
い
を
重

ね
、
意
向
情
報
を
整
理
し
た

デ
ー
タ
を
作
成
し
、
作
成
済

み
の
現
状
地
図
に
反
映
す
る

手
順
で
進
め
た
。

農
業
委
員
や
推
進
委
員
が

地
域
計
画
策
定
の
推
進
役
と

な
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

つ
い
て
、
農
業
委
員
会
事
務

局
は
「
地
域
計
画
推
進
会
議

な
ど
に
多
く
の
委
員
が
参
画

し
た
こ
と
で
、
地
域
計
画
へ

の
理
解
と
各
地
域
で
の
話
し

合
い
の
活
発
化
に
向
け
た
働

き
か
け
が
機
能
し
た
。
ま

た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
全
委
員

に
導
入
し
た
こ
と
で
、
活
用

の
必
要
性
が
改
め
て
認
識
さ

れ
た
こ
と
も
後
押
し
と
な
っ

た
」
と
話
す
。

昨
年
度
中
に
地
域
計
画
の

素
案
作
成
を
五
つ
の
集
落
が

完
了
し
、
残
り
の
集
落
も
本

年
度
内
の
完
成
に
向
け
、
策

定
を
進
め
て
い
る
。

（
中
野
剛
）

【
滋
賀
】
竜
王
町
農
業
委

員
会
（
竹
山
勉
会
長
）
は
、

町
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

多
く
の
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
中
心

と
な
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
現

地
確
認
ア
プ
リ
）
を
活
用
し

て
目
標
地
図
素
案
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

２
０
２
３
年
８
月
の
総
会

で
は
、
同
町
農
業
振
興
課
が

地
域
計
画
を
全
委
員
に
説

明
。
農
業
委
員
・
推
進
委
員

に
地
域
計
画
策
定
の
推
進
役

と
な
る
よ
う
要
請
し
た
。
同

年
９
月
の
総
会
で
は
、
目
標

地
図
素
案
の
作
成
方
法
に
つ

い
て
委
員
に
説
明
し
た
。

ま
た
、
総
会
後
に
は
研
修

会
を
開
き
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

使
用
方
法
や
地
図
作
成
の
方

法
を
説
明
し
た
。
現
状
地
図

の
作
成
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

独
特
の
甘
み
を
楽
し
み
な
が

ら
、
日
本
を
代
表
す
る
柿
の

風
味
を
国
内
外
の
人
に
体
験

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
奈
良

県
産
の
日
本
酒
と
割
る
の
も

お
す
す
め
な
の
で
、
ぜ
ひ
試

し
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://horiuchi_fru

it.jp

）
ま
で
（

木
村
将
史
）

が
で
き
た
。

共
同
で
半
年
間
も
の
商
品

開
発
を
経
て
、
２
０
２
２
年

７
月
に
販
売
を
開
始
し
た
。

１
本
２
０
０
㍉
㍑
、
税
込
み

２
１
６
円
で
、
堀
内
果
実
園

奈
良
三
条
店
や
同
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ

ッ
プ
、
泉
屋
な
ど
で
販
売
し

て
い
る
。

堀
内
代
表
は
「
富
有
柿
の

【
奈
良
】
五
條
市
の
㈱
堀

内
果
実
園
（
堀
内
俊
孝
代
表

取
締
役
）
が
栽
培
し
て
い
る

柿
を
使
用
し
た
「
富ふ

有ゆ
う

柿
サ

イ
ダ
ー
」
が
、
ま
ろ
や
か
な

甘
み
で
秋
の
味
覚
を
一
年
中

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
お
い

し
い
と
話
題
に
な
っ
て
い

る
。柿

の
飲
み
物
と
し
て
日
本

を
代
表
す
る
も
の
を
作
り
た

い
と
考
え
た
の
が
き
っ
か

け
。
富
有
柿
を
飲
み
物
へ
加

工
す
る
た
め
に
何
か
で
き
な

い
か
と
い
う
思
い
で
、
以
前

か
ら
付
き
合
い
の
あ
っ
た
奈

良
市
の
酒
類
卸
会
社
「
泉

屋
」
（
今
西
栄
策
社
長
）
に

相
談
し
、
協
力
を
得
る
こ
と

て
い
る
。

「
農
業
委
員
と
し
て
遊
休

農
地
の
解
消
や
、
地
元
の
名

産
を
活
用
し
、
丹
波
篠
山
の

魅
力
発
信
に
さ
ら
に
取
り
組

み
た
い
」
と
さ
わ
や
か
な
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
た
。

（
山
口
昭
彦
）

店
や
、
大
阪
の
土
産
物
店
で

も
商
品
を
販
売
す
る
な
ど

「
丹
波
篠
山
の
味
」
を
届
け

な
ど
が
有
名
で
、
特
に
丹
波

黒
の
「
黒
豆
」
は
正
月
料
理

に
欠
か
せ
な
い
ほ
ど
の
逸
品

だ
。現

在
、
同
社
の
加
工
部
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
黒
豆
の
煮

豆
な
ど
地
域
の
定
番
商
品

や
、
季
節
ご
と
に
収
穫
さ
れ

た
作
物
を
自
分
た
ち
の
手
で

加
工
。
子
ど
も
た
ち
や
消
費

者
に
「
信
頼
で
き
る
商
品
」

と
し
て
、
月
に
一
度
、
神
戸

元
町
の
「
水
曜
市
」
へ
の
出

夫
と
の
結
婚
を
機
に
農
業
を

手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。

丹
波
篠
山
市
は
、
黒
豆
・

山
の
芋
・
丹
波
栗
・
丹
波
茶

【
兵
庫
】
丹
波
篠
山
市
の

石
田
友
子
さ
ん
（

）
は
、

今
年
４
月
に
農
業
委
員
に
就

任
。
「
丹
波
黒
」
（
黒
豆
）

な
ど
の
生
産
と
６
次
産
業
化

に
取
り
組
む
有
み
た
け
の
里さ

と

舎し
ゃ

で
役
員
を
務
め
て
い
る
。

石
田
さ
ん
は
兵
庫
県
三
田

市
の
出
身
で
、
専
業
農
家
の

▷25

丹
波
篠
山
市

石
田
友
子
さ
ん

丹
波
篠
山
市

石
田
友
子
さ
ん

地
元
産
品
の
魅
力
発
信
し
た
い

特
産｢

丹
波
黒｣

の
生
産

６
次
化
に
力

は
新
た
に
45
㌃

の
畑
を
追
加
で

購
入
し
、
梅
の

栽
培
面
積
を
拡

大
中
。
生
産
し

た
青
梅
、
漬
梅

を
Ｊ
Ａ
を
通
じ

て
出
荷
し
て
い

る
。
伏
村
さ
ん

は
「
地
域
の
つ

な
が
り
を
活
か

し
て
、
家
族
で

大
切
に
し
て
き

た
梅
栽
培
を
継
続
し
、
さ
ら

に
面
積
を
増
や
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

（
大
野
慎
介
）

就
農
に
あ
た
り
、
農
地
中

間
管
理
機
構
を
通
じ
て
約
50

㌃
の
梅
畑
を
購

入
し
た
。
今
年

【
和
歌
山
】
「
和
歌
山
県

内
で
Ｊ
Ａ
共
済
の
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の

成
長
を
機
に
農
業
を
始
め
ま

し
た
」
と
笑
顔
で
話
す
の

は
、
み
な
べ
町
の
伏
村
純
一

さ
ん
（
44
）
。
県
の
就
農
支

援
セ
ン
タ
ー
で
９
カ
月
間
の

基
礎
的
な
研
修

を
受
け
た
後
、

昨
年
か
ら
自
身

の
営
農
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

み
な
べ
町

伏
村
純
一
さ
ん

み
な
べ
町

伏
村
純
一
さ
ん

家
族
で
続
け
る
梅
農
家

子
ど
も
の
成
長
を
機
に
就
農

特産加工品を手に石田さん

収
穫
し
た
梅
と

伏
村
さ
ん

秋の味覚を楽しむ｢富有柿サイダー｣
まろやかな甘みおいしいと話題に

五 條 市
堀内果実園

地域計画策定
農委が推進役に

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
が
後
押
し

竜王町農業委員会

大
阪
で
18
年
ぶ
り
の
開
催

富
有
柿
サ
イ
ダ
ー
を
手
に
堀
内
代
表

完成した目標地図

集落での話し合い

長岡京市

子
ど
も
た
ち
の

農
業
体
験
を
応
援

奥
海
印
寺
農
家
組
合

西
代
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会

第19回食育推進全国大会

府農業会議のブースでは大阪農業

の魅力をＰＲした

市
立
長
岡
第
五
小
学
校
５
年
生
の

田
植
え
体
験
（
６
月
６
日
）
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